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高い とい つ て も 一 畳に つき 一 一十 銭 程度だろう が、 これ 

でも 居住 人 選択の ために は 多少の 役割 をな した。 第三 

に は、 一種の 道徳が 居住 人 全般に 課せられ ている こと。 

例えば、 アバ ） ^内で は 禁酒で あり、 外泊の 場合 は必 

ず、 予告す るか 電話 を かける かしなければ ならず、 其 

他 これに 類す る 事柄で ある。 女の 独り者 は、 下等な 妾 

か 女給の たぐいだ として、 居住 を 許されなかった。 そ 

の 代り、 正 枝 は 凡ての 居住者 を、 道徳的に は 厳格に 人 

情 的に はやさし く、 親身に 世話して やった。 月に 一 円 

女中に 払えば、 毎朝 室の 掃除 もして 貰えた。 

居住者の 李永泰 が、 無断で 三日 も 帰って来ず、 何処 



殊に 総合雑誌の 類が 堆 高く 積み重ねられ、 小さな 紙片 

が、 総の ように 頁の 間から 差 出て いた。 丹念に 読まれ 

て 所々 に 目印の 紙片が 貼りつ けられて る ものら しい。 

—— それらの 雑誌に ついては 正 枝に も 覚えが ある。 或 

る 時、 警察署の 特別 高等 係と い う 肩書 の 刷り こんで あ 

る 名刺 を 〔# 「名刺 を」 は 底本で は 「名 剌を匕 持った 訪問 

者が あった 時、 李 は 長時間 話しあって いたが、 客を玄 

関に 送り出して、 それから 正 枝に 云った。 「思想の こ 

と 心配して 来て くれたん です。 いろいろ 話して やる と 

喜んでくれ ました。 その 方面の こと、 僕の 方が よく 

知って るんで す。 おばさん、 来て ごらんな さいご そこ 



「学校に 通って おいでになり ますの ご 

「そうです。 」 

「学校 は どちらの …… ご 

「明治 大学の 法科です ご 

「お 国 は …… ご 

「朝鮮です ご 

そして 彼 は、 毛筆で 氏名 だけ 記入した 小さな 名刺 を 

〔# 「名刺 を」 は 底本で は 「名 剌を匕 差 出した。 美事な 筆 

蹟で 李永泰 としてあった。 

正 枝 は 改めて 相手 を 眺めた。 眉目の くっきり とした 

白皙の 秀才 型の 顔に、 どこか のびやかな 而も 野性 的な 



た。 李 は 廊下の 端の 室 を 選び、 正 枝の 承諾 を 強奪す る 

ようにして、 早速 その 翌々 日 引越して きた。 

前の アバ— トが 気に入らない 理由 は、 彼の 云う とこ 

ろに 依れば、 毎夜 遅く 家の 前で 支那 ソバ屋 が 悲しい 笛 

を 鳴らす y J と 、 隣室 に 喧嘩ば か りする 夫婦 者が いる こ 

と、 独り者の 若い 女が 多くて 洗面所が 穢 いこと、 女中 

たちが 彼の こと を 李さん と 云わずに 李 永さん と 半端な 

云い 方 をす る こと、 などであった。 

彼 は 自ら 云った 通り、 或は 自炊したり 或は 外で 食事 

をしたり した。 交友 は 僅から しく、 起居 は 静かで、 始 

終 読書に 耽って いた。 時々 ひどく 酩酊して 帰る ことが 



李 永泰は 平素、 江 原 印刷所に 出入して いた。 これ は 

職工が 五六 人し かいない 小さな 印刷所で、 他の 大きな 

印刷所の 下 受けの 仕事 を やったり、 また 主に 端物の 仕 

事 をしたり していて、 手刷りの 機械な ども あり、 植字 

組版な どの 技術的な 方面 を 習得す るのに 便利で あり、 

李 もそう した 技術 を 学んで いた。 李 は 正 枝に もこの 印 

刷 所の こと を屢々 話し、 名刺と か 〔# 「名刺と か」 は 底 

本で は 「名刺と か 匕 ビラと か 葉書の 類な どの 印刷の 用 

が あったら、 自分が 手ず から 栴ぇ てあげる と 云って い 

た。 

その 江 原 印刷所の 主人が、 突然 正 枝 を 訪れて きて、 



李永泰 について 伺いたい ことがある というの だった。 

江 原 はま だ 三十 四 五の 年輩で、 商人め いた 丁寧な 物 

腰で は あるが、 知識人ら しい 風貌 や 言葉つ きな ので、 

学生 や 勤め人ば かり を 相手に してる 正 枝に は、 大変 話 

しがし やすかつた。 

「そうすると、 李 君 は 四日 前から 居 なくなつ たという 

わけです ね ご と 江 原 は 云って、 煙草 を 吸いながら 考え 

こんだ。 

江 原 はた、 V それだけ を 確かめに 来た もの、 ようで、 

此度は 逆に、 正 枝の 方から 李の こと を いろいろ 尋ね は 

じめ た。 そして 話 は あちこちに 飛んだ。 



江 原の ところでは 「パルプ」 という 同人雑誌 を 引受 

けて いた。 同人 はみ な 三十 前の 青年で、 その 中の 一人 

が 江 原の 友人の 弟な ので、 全く 好意的な 仕事だった。 

「パルプ」 というの は 紙になる 前の 原料で、 即ち 印刷し 

て 売り出される 文学 や 評論の 一 つ 手前の 原料 だとい う 

意味ら しかった。 だが 真意 は、 それ 故 一層 多くの 若さ 

と 力と 真実と が 籠つ てる ものと いう ことになる らし 

かった。 同人 達 は 自ら 進んで 活字 拾いにまで やって来 

た。 印刷所 は 彼等に とって はまた 仕事場で もあった。 

李 永泰も その 中の 一 人で、 た V 同人で ない の だけが 

違って おり、 そして 無償で 他の 端物の 仕事 もさせて 貰 



「普通の ァパ —， ^でしたら、 止宿 人 は 全く 自由で しょ 

うけれ ど、 私共で は、 よその 大事な 息子さん 達 をお 預 

りして ると いう 気持から、 殊に 厳重に してお ります し 

李さん も それ はよ く 知って おる 害です が …… ご 

「それに、 先程 申した ように、 別 所 君と 一 緒に、 或は 

別々 かも 知れません が、 同時に 居 なくなつ たという こ 

とがなん だか、 気懸リ です ご 

別 所の 神経質な 弱々 しい 人柄と 並べる と、 李の 秀才 

型で は あるが 一 風 変った 性格が、 いつしか 兇悪な 影 を 

も 帯びて くるよう だった。 それ かとい つて、 警察の 力 

を かりる に は、 李に 思想 上の 悪 傾向 にないと しても、 
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